
孕蝋
儀

～、

　
組
合
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
組
合
管
内
の
皆
さ
ん
に
良
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
二
回
財
政
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
昭
和
四
九
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
＝
二
日
ま

で
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昭
和
四
九
年
度
の
予
算
状
況

　
九
月
末
現
在
で
は
予
算
額
五
億
四
、
六
四
〇
万
七
千
円
で
し
た
が
、
そ

の
後
一
億
七
四
七
万
七
千
円
を
追
加
し
て
三
月
末
の
予
算
額
は
六
億
五
、

三
八
八
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
し
た
主
な
も
の
は
人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
職
員
の
給
与
改
定
の

経
費
、
石
油
化
学
工
業
地
帯
防
災
対
策
費
及
ぴ
将
来
の
財
政
運
営
の
健
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
退
職
手
当
積
立
金
と
財
政
調
整
積
立
金
の
費
用
等

で
あ
り
ま
す
。

妻
上越地域消防事務組合砂

　　　財政状況をおしらせします
妻

（単位千円）1．予算の執行状況（50．5　31現在）
歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

区　　　　分 予算額 収入済額 区　　　　分 予算額 支：出済額

1．分担金及ぴ負担金

　・一般負担金1●（楓村負担金）

2．特別負担金
2使用料及ぴ手数料
3．国庫支出　金
4．財　　産　　収　　入

5．寄　　　附　　　金

6．繰　　　越　　　金

Z諸　　　収　　　入

8組　　　合　　　債

9、県　支　　出　　金

　歳入　合言十

621，004

590246
30，758

　2，500
　2，↑40
　4，240

　　111，654

　3，645

　Z700
　1，000
653β84

600536
572，658

2Z878
　2，900

　　0　4，215

　　011，654

　2，753

　　0　1，000
62ろ，058

　251
645，051

581，854

42，699

20498

　8，023

　559
653β84

　177
6261689

563，509

42，699

20481

　6β77

635，745

1．議　　　会　　　費

2総　　　務　　　費

1．一般管理費

2．退職手当基金費

ろ．財政調整基金費

3．公　　　債　　　費

4．予　　　備　　　費

　歳出　合言十

、、

　　　　　　　　　り／　　　　　　　　　＿l
／昭和50年6月10日発行l

／　　第187号　　l
／東頸城郡松代町公民館i
／　　　　　　　　　　　　　、

嘩葦関谷昭平i
／電話　松代　301番1
ぢ　　　　　　　　　1
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ

1一鯉松代印刷駕

②
　
有
価
証
券

　
電
信
電
話
債
券
（
割
引
債
）

　
額
面
　
二
、
二
四
〇
千
円

Z財座（∂杁’兀（50・5・51現在）　　　　1　建　　物　　　（単位千円）

庁舎名 構　　　　　　　　造
面　．　　積　　（　）

建築費
1　階 2　階 言十

頸北消防署 鉄骨A　L　C板造二階建 19Z59 21925 41684 1ろ100
頸南　〃 〃 〃 〃 〃 〃

東頸　　〃 〃 〃 〃 〃 〃

名立分遣所 鉄骨コ’ノクリートブロ）ク造平家建 187 189 Z980
松代　　〃 〃　　　　　　　　二階建 1ろ5 5625 191．25 ろ673

部 鉄骨達二階建（1階吹抜）トタン葺 51．98 51．98 4　00
　　　一地帯防災資
　材格納庫

鉄骨造平家建 2624
●

2624 1，450

計 943．01 76598 1．70899 72905

③
　
車
　
　
輔

一
一
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
　
　
二
〇
台

二
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
一
台

三
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
　
二
台

四
、
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
台

五
、
防
災
工
作
車
　
　
　
　
　
　
　
二
台

六
、
救
急
自
動
車
（
日
赤
分
七
台
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
台

　
　
　
　
　
　
七
、
指
令
車
　
　
一
一
台

　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
四
三
台

3
地
方
債
の
現
在

　
　
高

消
防
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
六
一
、
丙
六
千
円

ω
郵
政
省
借
入
額

　
　
　
二
五
、
七
〇
〇
千
円

②
市
町
村
職
員
共
済
組

　
合
連
合
会
借
入
額

　
　
　
三
五
西
四
六
千
円

4

一
時
借
入
金
の

現
在
高

一
六
、
八
九
五
千
円

講難繕

辮
胃
暴
一
膏
｝
一
．
　
轟

調饗節約は

貯
蓄
の
第
一
・
…
…
貯
蓄
が
つ
く
る
確
か
な
未
来
☆

の（



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
①

別表1・総死亡75人の死因（松代町）

昭
和
4
9
年
検
診
結
果
等
か
ら

順 死　亡　原　因 数

1 脳　卒　中 21

2 心　臓病 19

3 ガ　　　　ン 13

4 老　　　衰 8
5 自殺（総死その他） 5
6 感冒，気管支炎，肺炎 2
7 事　故死 3
8 そ　の　他 4
計 75

七
割
以
上
が
成
人
病
で
死
亡

　
人
ロ
動
態
統
計
に
よ
れ
ば
昭
和
二
十

六
年
か
ら
脳
卒
中
死
亡
が
第
一
位
と
な

り
、
ガ
ン
、

て
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
も
こ
れ
と
同
じ
状
態
で
し

た
が
四
十
八
年
か
ら
心
臓
病
死
亡
が
二

位
と
な
り
、

　
年
間
死
亡
七
五
人
の
う
ち
成
人
病
死

亡
が
五
三
人
で
七
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
お
り
六
九
オ
ま
で
に
二
十
人

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
五
十
オ
代
ま
で
は
男
が
女
よ
り
、
六

十
オ
代
で
は
女
が
男
よ
り
倍
近
く
死
亡

し
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
は
四
九
年
は
幸
い
に
も
三
十

オ
代
の
死
亡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

今
年
は
既
に
二
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。

　
ガ
ン
は
四
十
～
五
十
オ
の
男
の
胃
ガ

ン
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
及
ぴ
事
故
死
も
年
々
多
く
な
り

見
逃
せ
な
い
数
字
で
す
。

　
高
い
異
状
率

　
約
半
数
が
異
状
者
　
（
別
表
2
）

　
循
環
器
検
診
は
、
出
席
率
は
七
八
・

ニ
バ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
一
番
出
席
の

良
い
部
落
で
九
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

悪
い
部
落
で
は
五
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

と
約
半
数
の
人
が
欠
席
し
て
い
ま
す
。

　
全
受
診
者
の
う
ち
、
何
ら
か
の
異
状

を
持
っ
て
い
る
人
が
一
、
一
七
〇
人
で

四
一
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
半
数
近
い
人

に
異
状
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
治
療
を
必
要
と
す
る
人
が
六
二
八
人

で
二
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
ま
す
。

　
こ
の
治
療
を
必
要
と
す
る
人
の
中
で

血
圧
が
最
高
一
八
○
、
最
低
一
〇
〇
以

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
血
症

　
　
　
　
　
　
　
　
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
性

　
　
　
　
　
　
　
　
良
毒

　
　
　
　
　
　
　
　
不

　
　
　
　
　
　
　
因
甦
尿

　
　
　
　
　
　
　
死
1
1

　
　
　
　
　
　
　
の
　
変

　
　
　
　
　
　
　
他
炎
硬

　
　
　
　
　
　
　
の
腎
肝

　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
（
別
表
1
）

心
臓
病
が
そ
れ
に
つ
y
い

多
く
な
る
傾
向
で
す
。

別表5． 胃集団検診 1－2．∠ 一　訟

一 診 ノ　　　　　診 検診別 対象者 診

B
要観察 要注意 異常なし 瓦種　別 男 女 計 病　名　等 数 1’A 2　’

申込者 250 177 427 異常　な　し 44 出稼者 1，215 954 463 212 120 107 24 22．2％

受診者 182 120 ろ02 胃　　潰　　瘍 10
、 ．0ろ6 748 208 97 68 25 18 15．0

要精検 52 1ろ 65 「　　下　　垂 4 循環器 1，338 1，106 559 ろ19 190 32 18 28．8

要注意 6 ・3 9 肥厚性慢性胃炎 2
計 ■　も ．　0 2 5 6 60 21．ろ

異常なし 124 104 228 胃ポリー。プ 1 ま結あ　　つ二代く症心い・　多比自療なこ一し療上
実果る又てつかなを臓　’年い較覚をこれ一てをも
　は人　　いのらり持障動を傾的症しとは人い放あ
　悪程合ま病既　’つ害脈と向若のなで大もる置る
　く予併す気に五人の硬るでいないす変い人　’人
　な後症oを平十が合化にす人い人　o危まが中で
　りのが　　も均オ多併や従　oに人は治除す一小治

該当人口に対する申込率

（40才～64才まで）

　人　口申込者　割　合
男　1．492　250　16．7％

女工606　177　1生0％

十二指腸胃潰瘍 1
慢性　胃　炎 1
表層性慢性胃炎 1
大湾筋腫疑 1

計 65

上
も
あ
る
人
で
治

療
を
放
置
、
中
止

し
て
い
る
人
が
一

↑
翫
鋤
畿

な
こ
と
で
す
。
治

療
を
し
な
い
人
は
、

自
覚
症
の
な
い
人
、

比
較
的
若
い
人
に

多
い
傾
向
で
す
。

　
年
を
と
る
に
従

い
、
動
脈
硬
化
や

心
臓
障
害
の
合
併

症
を
持
つ
人
が
多

く
な
り
、
五
十
オ

代
か
ら
既
に
平
均

二
つ
の
病
気
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　
又
、
合
併
症
が

あ
る
人
程
予
後
の

結
果
は
悪
く
な
り

ま
す
。

診検団集田
月5表別

胃
ガ
ン
で
死
な
な
い
た
め
に

　
　
　
毎
年
一
回
胃
検
診
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
表
3
）

　
胃
の
集
団
検
診
率
は
極
端
に
低
い
の

で
す
。
四
十
オ
～
六
十
四
オ
ま
で
の
く

は
三
千
人
も
居
る
の
に
僅
か
四
百
人
位

し
か
受
診
の
申
込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
毎
年
一
回
胃
の
検
診
を
受
け
て
い
れ

ば
胃
ガ
ン
で
は
死
な
な
い
と
ま
で
言
わ

れ
て
い
る
の
を
知
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
、
胃
ガ
ン
で
死
に
た
く
な
い
人
は
毎

年
実
施
し
て
い
る
胃
検
診
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

　
受
診
者
の
中
か
ら
は
毎
年
治
療
を
必

要
と
す
る
人
が
十
人
位
出
ま
す
し
、
ま

た
す
ぐ
手
術
を
必
要
と
す
る
人
も
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

多
い
ム
シ
歯

少
な
い
母
乳
栄
養
児
（
別
表
4
）

　
乳
児
検
診
で
は
母
乳
栄
養
が
少
な
い

の
が
目
立
ち
ま
す
。
栄
養
面
か
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
又
、
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
の
面
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
口
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
母
乳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
が
数
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
い
わ

診検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま

魏
　
　
　
　
　
す
か
ら
で

三
　
　
　
　
　
　
　
　
き
る
だ
け

児
　
　
　
　
　
　
　
　
母
乳
で
育

乳
　
　
　
　
　
　
　
　
て
る
よ
う

几
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
た
い

俵
　
　
　
　
　
　
も
の
で
す
．

牙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
オ
児

　
　
　
　
　
　
種
　
　
別
受
診
率

　
　
　
　
　
　
結
核
検
診
　
ノ
七
三
％

　
　
　
　
　
　
寄
生
虫
検
診
　
五
〇
、
○
％

乳児検診 三才児検診
対象者 180 100
受診者 157（8Z2％） 93（93％）

発状

育態

大　　53 ムシ　のよいし
中　　5ろ ムシ　のある児 84
小　　51 こ　又診 2

検
診
結
果

母乳　17 平均ムシ歯数 7四満養
ケの方
某栄法 混合　29

人口　20

検
診
で
は
非

常
に
ム
シ
歯

の
多
い
の
が

目
立
ち
ま
す
。

脱
臼
検
診
九
二
、
○
％

　
以
上
の
他
に
次
の
検
診
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

　
子
宮
ガ
ン
検
診
は
四
十
才
～
六
十
四
才
ま

で
の
女
性
が
一
、
六
〇
〇
人
も
い
ま
す
の
に
申

込
者
は
僅
か
に
二
七
〇
人
で
す
。
詳
し
い
こ

と
は
部
落
へ
お
邪
魔
し
た
と
き
お
話
し
し
た

い
と
存
じ
ま
す
が
、
す
べ
て
病
気
は
早
期
発

見
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
症
状
が
出
て
か

ら
で
は
快
復
も
お
く
れ
ま
す
。

集
団
検
診
で

　
　
健
康
を
守
り
ま
し
よ
う

　
今
年
も
色
々
な
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

検
診
当
日
は
仕
事
の
都
合
を
つ
け
て
皆
ん
な

が
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
昨
年
は
成
人
病
シ
リ
ー
ズ
で
お
目
に
か
か

り
ま
し
た
が
、
今
年
ば
成
人
病
の
間
に
時
々

母
子
の
こ
と
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
シ
リ
ー
ズ
に
対
し
て
は
、
今
年
度

の
希
望
な
ど
を
お
寄
せ
下
さ
れ
ば
幸
甚
に
存

じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
婦
）



心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に
加
入
し
よ
う

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
す
る
保
護
者
の

方
々
の
大
き
な
不
安
の
ひ
と
つ
は
、
自

分
の
死
後
、
残
さ
れ
た
障
害
者
が
生
涯

に
わ
た
り
幸
わ
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
保
護
者
の
相
互
扶
助

の
精
神
に
も
と
づ
き
、
保
護
者
の
方
々

の
精
神
的
・
経
済
的
不
安
を
解
消
し
、

保
護
者
の
死
後
、
残
さ
れ
た
障
害
者
の

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
し
く
み

　
こ
の
制
度
は
　
加
入
さ
れ
た
保
護
者

の
方
々
か
ら
毎
月
納
入
さ
れ
る
掛
金
を

財
源
と
し
て
、
加
入
者
に
万
一
の
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
、
障
害
者
に
毎
月
二
万

円
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
加
入
の
申
し
込
み

　
加
入
の
手
続
き
は
役
場
の
社
会
福
祉

係
へ
し
て
下
さ
い
。

　
加
入
要
件

○
加
入
者

　
ω
心
身
障
害
者
の
保
護
者

　
ω
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　
③
年
令
が
四
五
オ
未
満
の
者

　
＠
特
別
の
疾
病
又
は
障
害
が
な
い
者

○
障
害
者

　
ω
精
神
薄
弱
者

　
③
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
身
体
障
害

　
　
者

　
⑥
そ
の
他
ω
②
と
同
程
度
の
障
害
者

　
掛
金
（
加
入
者
の
年
齢
と
月
額
）

　
三
五
歳
未
満
　
　
　
　
　
千
　
　
円

　
三
五
歳
以
上
四
五
歳
未
満
千
三
百
円

　
四
五
歳
以
上
　
　
　
　
　
千
五
百
円

　
年
　
金
　
額

　
加
入
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
廃
疾
に

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
月
か
ら
障
害
者

に
毎
月
二
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

た
な
い
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
佐
藤
君
（
室
野
）

・
　
　
善
行
表
彰
さ
る

　
新
潟
県
有
職
青
少
年
顕
彰
基
金
（
理

事
長
等
々
力
英
男
）
は
、
赤
と
ん
ぽ
の

メ
ロ
デ
ー
で
お
な
じ
み
の
ご
み
収
集
業

佐
藤
豊
彦
君
（
十
九
オ
）
を
逆
境
に
も

め
げ
ず
毎
日
明
る
い
気
持
ち
で
仕
事
に

励
ん
で
い
る
こ
と
で
、
善
行
有
職
青
少

年
と
し
て
こ
の
度
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
・

た
青
少
年
育
成
新
潟
県
民
会
議
総
会
の

席
上
で
表
彰
し
た
。

　
無
料
・
秘
密
厳
守

　
　
人
権
相
談
所
開
設

人
権
侵
害
・
土
地
・
建
物
・
家
庭
・
損

害
賠
償
・
そ
の
他

日
常
生
活
の
心
配
ご
と
を
解
決
し
、
明

る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
気
軽
に
利

用
し
て
下
さ
い
。

と
　
　
き

と
こ
ろ

主
催

六
月
三
十
日
午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

高
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

新
潟
地
方
法
務
局
高
田
支
局

後
援
　
高
田
地
区
弁
護
士
会

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

　
弔
　
慰
　
金

　
不
幸
に
し
て
、
加
入
者
よ
り
も
、
先

に
障
害
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
弔
慰

金
と
し
て
二
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
加
入
期
間
が
十
一
ヶ
月
に
満

五
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
二
ん
敷
園

お
め
で
と
菌
衡

柳
強
一
・
若
井
春
美

小
堺
広
和
・
山
岸
よ
し
子

中
村
　
均
・
中
村
　
正
子

室
岡
茂
男
・
高
橋
久
美
子

関
谷
　
修
・
田
辺
　
和
子

小
堺
国
栄
・
中
村
ヤ
イ
子

小
堺
美
雄
・
市
川
　
俊
子

山
賀
啓
司
・
山
賀
か
ず
子

小
屋
丸
田
の
向

蓬
平
政
い
ん

清
水
惣
兵
衛

仙
納
隠
居

蒲
生
あ
き
ん
ど

儀
明
止
州

蒲
生
　
平
八

池
之
畑
和
泉
屋

．
関
谷
拓
雄
・
池
田
　
巡
子

池
田
　
勝
・
前
田
　
博
子

仲
村
岩
雄
・
八
木
下
千
代
子

宮
沢
邦
春
・
小
林
　
一
子

植
木
孝
市
・
山
岸
た
か
子

高
橋
　
進
・
関
谷
ふ
く
え

山
岸
悟
・
新
井
幸
子

山
賀
茂
・
関
谷
喜
代
美

米
持
恒
敏
・
室
岡
　
優
子

横
尾
武
雄
・
牧
田
　
光
子

佐
藤
正
彦
・
佐
藤
多
美
子

松
代
　
新
屋

田
野
倉
貞
五
郎

　
儀
明
竹
根

下
山
　
窪
田

松
代
　
桶
屋

菅
刈
後
田

蒲
生
宮
の
下

小
荒
戸
杉
の
沢

室
野
　
新
宅

峠
さ
い
の
か
み

室
野
政
七

襲砦

騒

　
　
　
　
父
政
　
美

萬
羽
加
代
子

　
　
　
　
母
い
よ
子

　
　
　
　
父
子
　
平

山
賀
　
優
子

　
　
　
　
母
と
　
し

　
　
　
　
父
儀
　
一

柳
　
　
里
美

　
　
　
　
母
イ
ク
ヨ

　
　
　
　
父
仁
太
郎

小
堺
友
幸

　
　
　
　
母
正
　
子

　
　
　
　
父
誠

相
沢
　
貴
弘

　
　
　
　
母
タ
ッ
子

　
　
　
　
父
俊
　
勝

市
川
　
俊
明

　
　
　
　
母
ト
シ
子

　
　
　
　
父
一
　
男

南
雲
　
一
彦

　
　
　
　
母
厚
　
、
子

　
　
　
　
父
健
　
一

柳
　
　
伸
宏

　
　
　
　
母
洋
　
子

　
　
　
　
父
由
　
郎

若
井
　
正
行

　
　
　
　
母
豊
　
子

　
　
　
　
父
庄
　
蔵

小
堺
　
智
子

　
　
　
　
母
信
　
子

長
女
　
会
沢
苧
畑

二
女
池
之
畑
小
林

二二長男男女
孟
地
儀
平

蓬
平
新
宅

太
平
角
屋

長
男
松
代
作
え
ん

長
男
松
代
釜
田
住
宅

二
男
松
代
清
栄
屋

長
男
　
室
野

長
女
　
室
野
東
屋

小
山
　
徳
松

市
川
　
義
治

中
沢
　
栄
八

山
本
吉
太
郎

小
島
　
哲
夫

佐
藤
　
7
ス

武
田
　
松
蔵

高
橋
　
忠
次

　
七
才

四
五
才

七
二
才

六
九
才

三
八
才

八
二
才

七
八
才

七
四
才

桐
山
　
ス
イ
ン

松
代
高
見
屋

諏
訪
峠
　
仲

犬
伏
　
徳
左
工
門

犬
伏
　
源
三
郎

孟
地
　
久
松

室
野
ま
っ
え
ん

福
島
　
み
な
み

人口のうこき

　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）

　
4
　
6
　
5
　
　
1

　
　
　
　
　
つ

　
じ
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
ロ

　
比

　
月
　
〃
　
〃
　
〃

）
前

在
（
（
（
（

現
m
柘
5
1
66

日
コ
　
コ
　
コ
　
2

　
2
　
4
　
4
　
8

矧6
数
男
女
計

（
帯
口

　
世
人

死亡　 8
転出41
減計49

出生10
転入　28

増計38
（3）
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”夢の“

◎
稲
の
茎
葉
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
大
切
な
時
期

　
漸
く
田
植
も
終
り
、
早
植
の
と
こ
ろ

は
分
け
つ
最
盛
期
と
な
っ
て
順
調
な
生

育
を
遂
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
が

稲
と
し
て
は
自
分
の
身
体
を
し
っ
か
り

と
つ
く
り
上
げ
、
そ
の
養
分
を
籾
の
方

に
運
ぶ
準
備
の
た
め
の
大
切
な
時
期
で

も
あ
り
ま

す
。
し
か

し
季
節
的

に
は
本
格

的
な
梅
雨
時
と
な
っ
て
、
連
日
う
っ
と

う
し
い
日
が
続
く
の
も
ま
た
こ
の
頃
で

す
。◎

年
々
か
さ
む
農
薬
代

　
近
年
医
薬
が
氾
濫
し
、
薬
の
副
作
用

に
よ
る
い
ろ
い
ろ
の
社
会
問
題
が
起
り

、
ま
た
医
療
費
、
保
険
料
の
増
額
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
の
場
合

も
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
稲
作
に
お
け
る
肥
料
代
（
購

入
肥
料
）
と
農
薬
費
の
割
合
は
、
肥
料

代
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

近
年
は
逆
転
し
て
農
薬
費
が
肥
料
代
よ

り
多
く
な
り
、
農
家
に
よ
っ
て
は
肥
料

代
の
二
倍
以
上
も
使
用
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

◎
農
薬
が
市
販
に
な
る
ま
で

　
最
近
農
薬
も
残
留
毒
の
問
題
や
、
．
一

連
の
企
業
爆
発
の
関
連
か
ら
規
制
が
強

ま
り
つ
つ
あ
り
、
農
薬
が
市
販
さ
れ
る

ま
で
に
は
、
動
物
に
よ
る
毒
性
実
験
は

勿
論
、
土
壌
・
生
産
物
の
残
留
毒
の
実

験
等
、
あ
ら
ゆ
る
試
験
が
な
さ
れ
て
、

安
全
性
が
た
し
か
め
ら
れ
て
か
ら
は
じ

め
て
登
録
認
可
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
一
種
の
農
薬
が
考
案
さ

れ
て
か
ら
市
販
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
六

～
七
年
の
オ
月
と
千
億
円
に
及
ぶ
費
用

を
か
け
て
い
る
の
で
、
使
用
方
法
さ
え

誤
ら
な
け
れ
ば
殆
ん
ど
危
害
は
な
い
筈

で
す
。

◎
無
農
薬
栽
培
は
可
能
か

　
し
か
し
農
薬
は
作
物
の
病
菌
や
害
虫

を
死
滅
さ
せ
る
た
め
の
も
の
だ
か
ら
、

全
然
毒
性
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。　

そ
こ
で
最
近
一
部
に
は
無
農
薬
栽
培

が
行
な
わ
れ
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

収
量
・
品
質
の
こ
と
を
思
え
ば
、
現
代

で
は
常
識
的
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
人
体
と
同
様
、
作
物

も
丈
夫
で
あ
れ
ば
病
害
虫
に
犯
さ
れ
る

こ
と
も
少
な
く
な
る
の
で
、
い
ま
ま
で

の
よ
う
に
、
農
薬
に
た
よ
り
過
ぎ
た
栽

培
方
法
を
改
め
、
ま
づ
作
物
を
丈
夫
に

育
て
る
た
め
の
栽
培
と
、
予
防
を
含
め

た
綜
合
防
除
に
切
り
換
え
る
べ
き
で
な

い
で
し
よ
う
か
。

健
康
捻
瀟
鷲
良
質
の
米
が
稔
為
・

◎
い
も
ち
病
防
除
の
き
め
手

　
今
年
も
ま
た
『
い
も
ち
病
』
の
発
生

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
き
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
丈
夫

な
稲
に
育
て
て
お
け
ば
罹
病
の
心
配
は

少
な
い
の
で
す
が
、
品
質
に
よ
っ
て
は

耐
病
性
の
弱
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
圃

場
条
件
で
発
生
し
易
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　
『
予
防
は
す
べ
て
の
防
除
に
ま
さ
る
』

と
諺
も
あ
り
、
　
『
い
も
ち
病
』
の
場
合

に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
防
除
が
き
め

手
な
の
で
、
毎
日
田
圃
を
見
廻
り
、
い

も
ち
病
の
病
斑
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
防

除
を
行
い
、
昨
年
の
よ
う
な
『
い
も
ち

病
』
に
よ
る
減
収
と
品
質
低
下
を
防
ぎ

ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
農
業
改
良
普
及
所
・
若
　
月

※
雨
の
日
は
明
る
い
服
装
を
※

　
い
つ
晴
れ
る
と
も
知
れ
ぬ
雨
空
…
…

風
も
息
を
と
め
た
か
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
ム
シ
暑
さ
…
…
。

　
梅
雨
ど
き
の
じ
っ
と
り
と
汗
ば
む
不

快
感
は
た
ま
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
運
転
者
も
歩
行
者
も
イ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

イ
ラ
し
た
り
、
ボ
ン
ヤ
リ
し
た
り
し
が

ち
で
交
通
が
乱
れ
や
す
く
、
事
故
の
危

険
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
、
次
の
こ
と
を
し
っ
か
り

守
り
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

～
雨
の
日
は
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
し

よ
ン
つ
～

　
雨
の
日
の
運
転
は

。
雨
や
ガ
ラ
ス
の
く
も
り
で
視
界
が
悪

く
な
る
。

・
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
が
悪
く
な
る
。

・
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と
横
す
べ
り

ゃ
横
転
を
起
こ
し
や
す
い
。

と
い
う
特
徴
が
表
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
歩
行
者
側
に
も

・
雨
に
ぬ
れ
ま
い
と
し
て
先
を
急
ぐ
。

・
ヵ
サ
や
レ
イ
ン
コ
ー
ト
な
ど
で
見
と

お
し
が
悪
く
な
り
、
車
に
対
す
る
注
意

が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。

　
と
い
う
状
態
が
起
こ
り
ま
す
。

　
車
を
運
転
す
る
時
は
、
次
の
点
に
注

意
を
し
て
安
全
運
転
に
つ
と
め
て
下
さ

い
。・

ス
ピ
ー
ド
は
常
に
控
え
目
に
す
る
。

・
歩
行
者
の
動
き
に
注
意
し
て
慎
重
な

運
転
を
す
る
。

　
ま
た
、
横
断
歩
道
や
交
差
点
の
近
く

で
道
路
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者

が
い
る
時
は
、
い
っ
た
ん
停
止
し
て
歩

行
者
を
安
全
に
渡
ら
せ
る
こ
と
を
実
行

し
ま
し
よ
う
。

　
歩
行
者
側
も
横
断
す
る
前
に
は
、
次

の
こ
と
を
確
実
に
実
行
し
て
下
さ
い
。

・
車
の
通
り
を
確
か
め
る
。

・
車
の
切
れ
目
を
待
つ
。

・
横
断
の
合
図
を
す
る
。

・
車
の
停
止
す
る
の
を
確
か
め
て
か
ら

横
断
す
る
。

　
ま
た
次
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
や

め
ま
し
よ
う
。

・
車
の
通
り
を
確
か
め
ず
に
と
び
出
す
。

・
車
が
き
て
い
る
の
に
急
い
で
渡
ろ
う

亡
し
て
か
け
出
す
。

・
横
断
歩
道
が
あ
る
の
に
利
用
し
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
を
守
り
運
転
者
も
歩
行

者
も
絶
対
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

失
効
さ
せ
な
い
よ
う
に

町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
更
新
日
は

　
七
月
十
五
日
　
　
　
八
月
十
九
日

　
九
月
十
六
日
　
　
一
〇
月
二
一
日

一
一
月
十
八
日

　
受
付
　
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

　
講
習
　
午
後
一
時
か
ら



惑みんなで参加しましょう“
4

、
ウ
ノ

質
　
　
　
　
県
民
ス
ボ
ー
ツ
の

　
　
　
日
設
定
の
趣
旨
に
基

　
　
　
い
て
、
地
域
ス
ポ
ー

　日
ッ
の
振
興
と
関
心
を

曜
高
め
、
体
力
の
増
強

　
　
　
と
明
朗
性
を
養
う
こ

日（
と
を
目
的
に
、
毎
年

　
　
六
月
県
下
一
斉
に
行

日　
　
な
わ
れ
て
い
る
県
民

9
ス
ポ
↓
大
会
の
一

2
謎
難
肇
赫

月
日
（
日
曜
日
）
に
開

　
　
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
大
会
種
目

嵐

　
ル
（
女
子
二
名
を

　
含
む
九
人
制
・
補

　
員
は
男
女
と
も
に

　
二
名
）

　
会
場
、
松
代
高
校

　
松
代
小
学
校
体
育

　
館

◎
男
子
卓
球
（
一
般

　
中
学
校
生
徒
男
子

　
高
校
生
男
子
・
女

　
子
　
一
チ
ー
ム
五

　
名
補
員
二
名
と
す

　
る
）
会
場
、
松
代

　
中
学
校
体
育
館

◎
女
子
卓
球
（
中
学

　
生
一
チ
ー
ム
五
名

．
補
員
二
名
と
す
る
）

支
・
芸

簑

会
場
男
子
卓
球
と
同
じ
。

◎
婦
人
卓
球
（
一
チ
ー
ム
五
名
補
員
二

　
名
と
す
る
）
会
場
男
子
卓
球
と
同
じ
。

　
大
会
目
程

△
開
会
式
　
午
前
九
時
　
松
代
中
学
校

△
競
技
開
始

　
　
　
　
　
午
前
九
時
三
〇
分
各
会
場

△
競
技
終
了
・
閉
会
式

　
　
　
　
　
午
後
四
時
　
松
代
中
学
校

．
出
場
申
込
み

　
六
月
二
一
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会

へ
。

　
田
植
の
つ
か
れ
を
い
や
す
た
め
に
も
、

健
全
な
ス
ポ
ー
ッ
に
参
加
す
る
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
し
よ
う
。
数
多
く
皆
さ

ん
の
チ
ー
ム
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
大
会
の
み
に
か

か
わ
ら
ず
、
体
力
づ
く
り
・
親
睦
・
だ

ん
ら
ん
の
た
め
に
、
毎
日
体
操
と
か
マ

ラ
ソ
ン
・
バ
ト
、
・
・
ン
ト
ン
な
ど
家
族
ぐ

る
み
で
や
っ
て
み
る
こ
と
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
成
人
病
の
予
防
・
老
化

を
防
ぎ
美
容
の
た
め
に
も
良
い
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
花
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
園
芸
で

　
　
　
　
　
　
　
結
ぴ
つ
き
を

　
　
　
　
　
H
「
水
仙
の
球
根
を
開
花

　
　
　
　
　
　
中
に
ゴ
ッ
ノ
リ
と
堀
り

　
　
　
　
　
　
お
こ
さ
れ
持
ち
去
ら
れ

　
　
　
　
　
　
た
｝

　
　
　
　
　
S
「
鉢
植
の
ボ
タ
ン
の
花

　
　
　
　
　
　
を
チ
ギ
リ
捨
て
、
株
を

チヨッ 卜一言

続
・
身
辺
雑
己ニ

コ
ロ

西
潟

ま
さ
キ
」

◎
強
い
ら
れ
る
何
ご
と
も
な
し
今
朝
も
ま
た
食
事
の
後
を
テ
レ
ビ
に
見
入
る
。

◎
せ
伸
び
せ
ず
私
は
私
な
サ
に
い
く
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
歌
詞
を
う
な
ず
く
。

◎
他
人
を
ほ
め
る
こ
と
を
忘
れ
た
人
と
共
に
二
、
三
時
間
す
ご
し
た
夜
を
眠
れ
ず
。

◎
ほ
め
あ
い
つ
は
げ
ま
し
合
い
つ
喜
び
合
え
る
社
会
は
所
詮
現
実
な
ら
ず
。

◎
現
実
と
空
想
の
間
を
彷
径
す
そ
の
む
な
し
さ
が
ま
た
た
の
し
み
の
ひ
と
つ
。

◎
若
い
頃
の
空
想
の
う
ち
い
く
つ
か
が
現
実
化
さ
れ
た
る
今
日
と
自
慰
す
る
。

◎
一
級
上
の
人
間
の
ご
と
き
も
の
云
い
を
す
る
女
あ
り
哀
れ
と
も
思
う
。

◎
自
負
心
の
強
い
女
の
饒
舌
を
だ
ま
っ
て
聞
く
の
も
く
ど
く
の
ひ
と
つ
か
。

◎
喘
息
と
高
血
圧
症
と
云
ふ
病
気
運
動
不
足
を
気
づ
か
い
つ
こ
も
る
。

◎
仏
滅
と
云
ふ
日
を
安
静
の
日
と
定
め
い
た
わ
ら
む
と
思
ふ
お
と
ろ
い
し
身
を
。

◎
ま
ん
さ
く
の
花
を
折
り
来
て
吾
部
屋
へ
か
ざ
る
孫
居
て
老
ま
た
た
の
し
。

◎
い
つ
の
間
に
か
つ
ば
め
も
来
り
巣
作
り
を
始
め
て
四
月
も
な
か
ば
す
ぎ
た
り
。

◎
移
し
植
え
た
一
輪
草
さ
き
ニ
ッ
三
ッ
岩
う
ち
わ
も
さ
き
余
生
は
た
の
し
。

　
引
き
抜
き
持
ち
去
ら
れ
た
一

丁
「
買
っ
て
き
て
植
え
た
花
の
苗
を
持

　
ち
去
ら
れ
た
一

S
「
去
年
の
九
月
に
種
を
ま
い
て
育
て

　
開
花
間
近
く
な
っ
て
楽
し
み
に
し
て

　
い
た
早
花
の
苗
を
庭
か
ら
持
ち
去
ら

　
れ
た
し
、
良
い
花
は
育
ち
に
く
く
て

　
三
年
間
も
苦
労
し
て
い
る
バ
ラ
の
木

　
を
三
本
引
き
抜
か
れ
持
ち
去
ら
れ
た
一

　
こ
れ
は
園
芸
を
愛
す
る
人
た
ち
の
間

で
話
さ
れ
た
本
当
に
あ
っ
た
今
春
の
出

来
事
で
す
。
無
断
で
他
人
の
苗
木
（
花
）

を
持
ち
去
る
こ
と
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
行
為
を
し
た
人
は
誰
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
花
を
好
き
な
こ
と
は
間
違
い
な

い
で
し
よ
う
。
し
か
し
、
大
変
な
心
得

違
い
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。

　
花
を
好
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
な
り
に
考
え
て
み
ま
す
と
、

①
花
は
自
分
を
楽
し
み
、
ま
た
多
く

　
の
他
人
か
ら
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

　
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

②
　
花
は
生
物
で
す
。
種
ま
き
・
育
苗

　
サ
シ
木
・
取
り
木
な
ど
か
ら
育
て
て

　
こ
そ
喜
び
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

　
　
　
き
　
ロ

　
よ
う
カ

③
花
を
鑑
賞
し
語
り
合
い
、
お
互
い

　
に
ほ
し
い
物
を
分
譲
し
合
う
の
も
花

　
を
愛
す
る
行
為
で
す
。

　
根
（
球
根
）
分
け
の
時
期
で
な
い
と

き
に
堀
り
起
し
た
り
、
土
を
つ
け
な
い

で
人
目
を
ぬ
す
ん
で
引
き
抜
い
た
も
の

は
枯
れ
て
し
ま
う
方
が
多
く
良
い
花
は

さ
き
ま
せ
ん
。
仮
に
さ
い
た
と
し
て
も

そ
の
花
を
見
る
度
に
、
花
を
持
ち
去
る

と
き
の
気
分
を
思
い
出
し
良
い
気
持
ち

は
し
な
い
で
し
よ
う
。
持
ち
主
の
楽
し

み
を
奮
い
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
適
切
な
時
期
に
話
を
し
て
根

分
け
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
さ
し
芽
を

い
た
だ
く
な
ど
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
園
芸
愛
好
会
・
菊
花
松

光
会
な
ど
の
会
が
あ
り
、
毎
月
一
回
町

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
園
芸
の
講
習
や
相

互
研
究
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
個
人

で
も
教
え
て
く
れ
る
有
識
者
も
い
る
の

で
す
か
ら
、
取
り
木
・
サ
シ
木
・
実
生

（
種
ま
き
”
育
苗
）
の
コ
ッ
を
覚
え
る

な
ど
、
花
つ
く
り
、
園
芸
で
人
間
関
係

の
輪
を
広
げ
て
行
き
た
い
も
の
だ
と
考

え
る
も
の
で
す
。
　
R
・
S
・
T
・
S

（5）



幼児のしつけ（拳

　大切です

町
の
家
庭
教
育
学
級
第
二
回
は

　
七
月
六
日
（
日
曜
日
）
で
す
。

　
町
の
家
庭
教
育
学
級
は
、
来
年
四
月

小
学
校
に
入
学
す
る
五
オ
児
の
家
庭
を

対
象
に
、
集
合
学
習
四
回
・
通
信
文
に

よ
る
学
習
を
七
回
・
計
十
一
回
の
予
定

で
す
す
め
て
お
り
、
開
催
要
項
・
前
年

度
通
信
文
の
小
冊
子
な
ど
該
当
の
ご
家

庭
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
一
回
目
の
集
合
学
習
は
、
五
月
二

十
五
日
す
で
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、

農
繁
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
該
当
一
一

四
家
庭
の
う
ち
、
親
子
四
四
組
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
関
係
者
は
大
変
嬉
ん

で
い
る
次
第
で
す
。

　
集
合
学
習
は
す
べ
て
日
曜
日
で
、
午

前
中
に
終
了
い
た
し
ま
す
。

　
第
二
回
は
七
月
六
日
で
親
子
と
も
に

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
を
鑑
賞
し
た
あ

と
、
第
一
回
に
続
い
て

　
県
教
育
庁
社
会
教
育
主
事

　
　
若
月
　
義
郎
先
生
か
ら

　
「
新
し
い
し
つ
け
」
に
つ
い
て
講
話

・
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
近
所
の
ご
家
庭
を
さ
そ
い
あ
い
ご

出
席
く
だ
さ
い

　
な
お
、
開
催
要
項
で
は
第
二
回
六

月
二
十
九
日
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

県
民
ス
ポ
ー
ッ
松
代
大
会
と
か
さ
な

り
ま
す
の
で
七
月
六
日
に
延
期
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
写
真
は
楽
し
い
親
子
ゲ
ー
ム
の
も

よ
う
で
す
。
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東北電力松代出張所

　　　　　　移転のおしらせ

　
東
北
電
力
松
代
出
張
所
は
、

事
務
所
及
ぴ
住
宅
改
築
工
事

の
た
め
、
鱗
六
月
五
日
か
ら
十

月
末
頃
ま
で
次
の
仮
事
ム
所

に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　
移
転
先

　
　
松
代
町
松
代
（
下
町
）

　
　
大
和
電
建
（
株
）
本
社

　
　
内
（
中
屋
工
業
所
の
隣

　
　
り
）

「
ご
用
の
方
は
一

　
い
ま
ま
で
の
場
所
か
ら
た

い
へ
ん
離
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
留
意
し
て
お
い
で
い
た
だ

く
よ
う
、
移
転
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
は
従
来
ど
お

り
二
〇
番
で
す
。

（6）

小
山
清
吾
（
松
代
高
校
生
）

一
級
に
合
格

商
工
会
珠
算
検
定

　
六
月
一
日
に
松
代
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
第
四
〇
回
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

の
成
績
が
町
商
工
会
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、

　
受
験
者
総
数
　
　
二
四
八
名

　
合
格
者
数
　
　
　
一
〇
三
名

　
合
格
率
　
　
四
一
・
五
％

　
満
点
合
格
者
　
　
　
　
な
し

・
で
あ
り
、
　
一
級
に
ボ
山
瀧
吾
悪
が
合
格
、

し
、
二
級
に
五
名
の
合
格
者
が
あ
り
ま

し
た
。
以
下
検
定
試
験
の
成
績
で
す
。

　
一
級
，
小
山
清
吾
（
松
代
高
）

　
二
級
　
中
村
知
恵
美
・
鈴
木
径
子
・

　
　
　
　
高
橋
直
子
（
以
上
松
代
塾
）

　
　
　
　
柳
　
真
悟
（
奴
奈
川
中
）

　
　
　
　
万
羽
浩
子
（
清
水
中
）

三
級

四
ガ

五
〃

六
㌃

七
〃

八
〃

合
格
者

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

、
、
”

一
四
名

一
六
名

一
六
名

二
四
名

一
九
名

　
八
名

七
月
中
旬
に
咲
き
始
め
十
月
末
ま

で
咲
き
続
け
る

　
　
赤
い
庫
花

サ
ル
ビ
ア
の
苗
を
差
上
げ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
七
月
は
じ
め
に

　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
多
く
の
方
に
差
上
げ
る
た
め
限
度

　
を
、
　
一
人
当
り
十
五
本
程
度
”
花

　
ダ
ン
一
坪
分
と
し
ま
す
。
　
（
分
譲

　
予
定
六
〇
〇
本
）

※
苗
の
い
れ
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

　
き
い
。


